
新

撰

字

鏡
の

切

韻

部

分

に
つ

い

て

新撰字鏡の切査員蔀分について

一
、

所
拠
切
韻
は
長
孫
納
言
の
系
統
で
あ
る

注1

先
年
貞苅
伊徳
氏

は
新
撰
字
鏡の
中の
切
韻
群の

字
数

を三
六二
八

字と
数

え
た。
私は

そ
の
後

、日
中
英仏
独ソ
に
存

する
切
韻
残巻
四十三
点を
集め

注2

注3

て
、『切

韻
残巻
諸本
補正』

を
著した

が
、

最近
ソ
速に

ある
も
う
て白…

を

知
り得

た。と
れ

らに
広

韻
を
加
え

た
四
十
五
点と

新
撰
字
鏡と
を
対
校し

て、
撰
者
昌
住が

切
韻に
従っ

た
字
数

を三
四三
四

字と
認

定する 。
かかる

多
数

の
逸文

を
収
容し

てい
る

の
で

、そ
の
重
要
性

は
残巻に
比

し
て
劣ら

な注4

い
もの

で
ある

。
し
か
し
所
拠

切
韻の
系
統につ

い
ては

、
故
問弁
慎
吾
博士

が
、そ

の
韻次
が
広韻よ
り
古い
形

を
存し

てい
る

と
述べ

てい
る

だけ
で
あ

る
。

私
はさ

らに
範
囲を
狭めて
長
孫
請

言
切
韻の
系
統と

する 。
以
下そ

の

論
証

で
ある
が、
ま
ず新

撰
字
鏡の反
切や
訓
釈

が
ある
特
定の

切
韻
残巻に

の
み見
え
る

文
字
の
例を
挙
げる

。
論
証に
必要な

部
分の
み
摘記

し
、新

撰

字
鏡
の
巻
数

を
漢数

字
で
丁
数

を
洋
数

字
で
付記

する 。
残巻
名の

筒
称は

『十
韻
業
編』
に
従う

。

-
脂韻
章

母
難

字(五3
オ)
錐字
(六
幻
オ)
荏

字
(七却
ウ)
暗躍字

(八日叩
ウ)
「止
椎

反」

2
泰韻
来

母
糠

字
(四灯
ウ)
瀬

字(六
げ
ウ)
荊

字(七部
オ)
綴

字

上

田

正

(九4
ウ)
綴

字
(
十一
5オ)
「理大

反」

3
宥韻心
母
跨

字(八幻
オ)
「先
救

反」

4
賠韻
影母
熊

字(三幻
ウ)
搭
字(十日
オ)
「烏八

反」

5
怪韻
影

母
穏

字
(二
時
ウ)
「鳥界
於飢二

反」

ー
は
切二
と一
致
し

、他
本

は
職追

反
又は
職維

反で
ある

。
2

は王二
と

一
致
し

、
他
本

は
落差

反
で
あ

る 。3
も王二
に一

致
し、
他
本

は
息救反で

あ
る 。
4

ま
た
王こ
に一

致し
、他本は

鳥世間
反で
ある 。5
の
傍
線の
又反

は
王二

とP
三
六
九六
ωに一

致し
、王一

・
王三

は
於疑反に
作
り
他本

は

又反を
記さ
な
い。

6
笑韻
精

母
除

字
(四部
オ)
「冠
委礼
祭」

7
巧

韻
並母
飽

字
(九4
オ)
「
窪魚也」

B
静

韻
羊母
穎

字(二
4オ)
「禾
秀」

9
噺韻
定母
夜

字(七お
ウ)
「
論語
云以
杖荷
夜也」

叩
鐸

韻
来母
洛

字(六日目
ウ)
「古
作
錐也」

日
之

韻見
母誤
字(三8
オ)
「
誤也」

ロ
脂

韻
筆

母鎮
字(九3

ウ)

6
の
訓
は
王二
に

の
み

あ
り
他本に

ない。7
の
訓
は

P三
六
九三
に

の
みあ

り
他
本に

ない
。8

の
訓
はP
三
六
九
三
に一

致
し
他
本は
「禾
末」
に
作
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る。
9
の
論
語
の
引
用
は
S
六一
七
六
に
の
み
あ
り
他
本
に
な
い。
日
の
訓
は

王
二
・
D
X一
三
七
二
に
の
み
あ
り
他
本
に
な
い。
日
の
訓
は
「
諜
也」
の
誤

写
で
あ
っ
て
切
こ
ま
た
誤っ
て
い
る。
ロ
鎮
字
は
切
二
・
p
三
六
九
六
ω
に一

致
し、
他
本
は
「
銭」
に
作
る。

以
上
の
新
撰
字
鏡
と一
致
す
る
残
巻
を
ま
と
め
る
と、
切
二
・
王
二
・
S
六

一
七
六・
p
三
六
九
三・
p
三
六
九
六・
D
X一
三
七
二
の
六
種
と
な
る。
そ
し

て
他
本
と
記
し
た
中
に
は
9
と
ロ
に
王
二
を
含
む
ほ
か、
すべ
て
と
の
六
種
を

含
ん
で
い
な
い。
王
二
が
王
仁
照
切
韻・
長
孫
納
言
切
韻・
義
務
斉
切
韻
の
混

合
本
で
あ
る
乙
と、
そ
の
他
の
五
穫
は
長
孫
納
言
の
切
韻
で
あ
る
と
と
に
つ
い

て
は、
前
掲
拙
著
で
論
証
し
て
お
い
た。
す
な
わ
ち
新
撰
字
鏡
所
引
切
韻
の
と

れ
ら
の
反
切
や
訓
釈
は、
長
孫
納
言
と
の
み一
致
し
他
本
と
異
る
と
い
う
乙
と

と
な
る。
さ
ら
に
そ
の
中
で
も
口
の
誤
写
の一
致
に
よ
り、
切
二
と
最
も
近
い

と
い
う
ζ
と
も
で
き
る。

日
暮
韻
透
母
菟{子
(
七
但
ウ)
「
按
説
文
無
草
著
草
是
菟
総
字」

μ
翰
韻
腕
母
換
字
(
六
ロ
ウ)
「
按
無
感
也」

乙
の
二
例
の
部
分
は
王
二
を
除
く
前
記
五
種
に
残
存
せ
ず、
王
二
に
こ
の
字
体

注
記
の
文
が
見
え
な
い
が、
説
文
を
用
い
按
語
を
加
え
る
の
は
長
孫
納
言
の
特

徴
で
あ
る。
切
韻
諸
本
は
隆
法
言
切
韻
に
そ
れ
ぞ
れ
増
訂
し
て
い
っ
た
も
の
で

あ
る
か
ら、
反
切
釈
義
と
も
に
共
通
す
る
も
の
が
多
く、
ま
た
同一
{子
に
対
す

る
増
訂
は
別
箇
に
行
な
っ
て
も
偶
合
す
る
の
が
自
然
で
あ
る。
従っ
て
他
本
と

異
る
部
分
は
撲
者
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る。

上
述
に
よ
っ
て
新
撰
字
鏡
所
引
切
韻
は
長
孫
納
言
の
特
色
を
示
す
こ
と
が
理

解
で
き
た
と
思
う
が、
長
孫
前
言
原
撰
の
も
の
で
な
く、
後
人
が
そ
れ
に
増
訂

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
諸
点
が
あ
る。
次
に
そ
の
例
証
を
挙
げ
よ

.っ 。

日
時
韻
心
母
旋
字
言
語
ウ)
「
蘇
暗
反
兄
委
七」

日
凋
韻
羊
母
縞
字
(
四
6
ウ)
「
以
浅
反
長
也
伯
叔
字
名」

げ
蕩
韻
渓
母
慮
字
(
十
羽
オ)
「
丘
晃
反
上
悶」

お
品開
韻
見
母
瑳
字
(
六
8
ウ「
古
段
反
左
氏
停
瑳
母
玉
讃
説
文
玉
名
也」

印
倣
韻
腕
母
腕{子
(一
ロ
オ)

加
支
韻
来
母
檎
字
(
七
4
オ)
「
力
移
反」

幻
厚
韻
並
母
特{子
(
五
4
ウ)
部{子
(
五
H
オ)
陪
字
(
六
2
オ)
蔀
字

(
七
但
ウ)
祭
字
(
八
8
オ)
「
薄
口
反」

辺
数
韻
荘
母
療
字
(
三
4
オ)
弧
字
(
十
9
ウ)
「
側
孝
反」

日
の
文
末
の
数
字
は
同
音
字
数
と
考
え
ら
れ
る
が、
切
三・
p
三
六
九
三
は
三

字、
王一
・
王
三
は
五
字、
広
韻
が
七
字
で
あっ
て、
所
拠
切
韻
は
EX
孫
韻
に

四
字
の
増
加
が
あっ
た
も
の
で
あ
ろ
う。
日
の
傍
線
部
は
P
三
六
九
三
を
は
じ

め
諸
本
に
見
え
な
い。
た
だ
し
乙
の
字
と
乙
の
訓
と
の
関
連
は
未
詳
で
あっ
て

疑
を
存
す
る。
げ
は
P
三
六
九
三
に
「
丘
晃
反一
新
加」
と
の
み
あ
り
訓
は
増

訂
と
考
え
ら
れ
る。
日
の
訓
は
S
六一
七
六
に
「
玉
斗」
と
の
み
あ
り
増
訓
と

思
わ
れ
る。
ω
は
S
五
九
八
O
に
無
く
増
加
字
と
考
え
ら
れ
る。
却
は
切
二
に

呂
移
反、
幻
は
Pコ一
六
九
三
を
は
じ
め
諸
本
に
溝
口
反、
包
は
S
六一
七
六
を

は
じ
め
諸
本
に
側
教
反
と
あ
り、
ζ
の
三
例
の
反
切
用
字
の
改
変
は
増
訂
者
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う。
従っ
て
結
論
と
し
て
は、
新
撰
字
鏡
の
所
拠
切
韻
は
長

孫
納
言
の
系
統
と
い
う
に
と
ど
め
て
お
く。

14 

ニ 、

切
韻
部
分
の
訓
釈
の
中
に
玉
篇
を
併
合
し
て
い
る

新
撰
字
鏡
の
序
に
よ
れ
ば、
撰
者
昌
住
は
寛
平
四
年
に
初
稿
の
三
巻
本
を
助

成
し
て
後、
昌
泰
年
中
に
玉
篤
と
切
韻
と
を
入
手
し
て
現
存
の
十
二
巻
本
に
改

帳
し
た
と
い
う。
そ
の
際
玉
篤
と
切
韻
の
双
方
か
ら
摘
出
し
た
文
字
に
つ
い
て



新撰字鏡の切鼠部分について

は
ど
う
し
た
で
あ
ろ
う
か。
私
の
調
査
で
は
切
韻
の
文
中
に
玉
篇
の
文
を
併
合

し
て
い
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た。
以
下
そ
の
併
合
状
況
を、
現
存
玉
篇
資
料

と
の
関
速
に
よ
っ
て
七
穫
に
分
類
し
数
例
ず
つ
挙
げ
る。
傍
線
部
分
は
玉
篇
に

一
致
す
る
も
の、
そ
の
他
の
部
分
は
切
簡
に一
致
す
る
も
の
で
あ
る。

a
玉
篇
残
巻
と
一

致
す
る
例

お
微
韻
影
母
陥
字
(
九
時
オ)
「
於
非
反
平
阻
也
遼
也
隙
陵
懇
危
也」

川品
魚
韻
渓
母
陸
字
(
九
民
オ)
「
去
魚
反

開制問剖剖剖到剖
依
山
谷
為
牛

馬
圏」お

尤
韻
子
母
試
字
(
三
8
オ)
「
羽
求
反
過
与
尤
同
過
也
罪
也
悪
也」

部
珍
韻
章
母
診
字
(
四
6
ウ)
「
之
忍
反
居
忍
反
衣
単
也
緊
也
急
也
札
也」

幻
舞
韻
精
母
隣
字
(
九
路
ウ)
「
子
計
反
去
陸
也

剣剖削倒岡割」

部
有
韻
定
母
約
字
(
四
6
オ)
「
直
柳
反
馬
絡
也」

却
に
は
「
過」
の
訓
が
重
出
し
て
い
て
併
合
が
明
ら
か
で
あ
る。
お
は
「
之
忍

反
衣
単
也」
の
切
韻
の
文
と
「
居
忍
反
緊
也
急
也
札
也」
の
玉
篇
の
文
と
を
併

合
し
て
い
て、
反
切
と
訓
釈
と
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る。
幻
は
王位扇
子
詣
反

で
あ
る。
却
は
反
切
の
み
切
韻
で
あ
る。
王
三
に
も
「
馬
絹
也」
の
訓
が
見

え
る
が、
P
三
六
九
三
無
訓
で
あ
る
の
で、
と
の
訓
は
玉
鰐
に
よ
っ
た
も
の
と

す
る。
な
お
玉
篇
は
除
柳
反
で
あ
る。

b
筆
曲線
高
象
名
義
と
一

致
す
る
例

却
禰
韻
透
母
蔵
字
(
七
剖
オ)
「
丑
善
反

馴制鯛剖倒剖
去
貨
也」

叩
陪
韻
影
母
膜
字
(一
日
ウ)
「
鳥
浩
(
原
作
告)
反
蔵
肉

困劃」

町出
梗
韻
見
母
援{子
(
十
日
オ)
「
古
杏
反
大
略
也

樹剖醐剖捌剖割也」

犯
隠
韻
見
母
惑
字
(
三
8
ウ)
「
居
隠
反

剖剖伺剖紺制」

回
獅
韻
端
母
撮
字
(
十
日
オ)
「
知
(
原
作
智)
演
反

捕岡樹剖」

卸
小
韻
昌
母
楢
字
(
七
6
オ)
「
尺
紹
反

固刑制」

回
送
韻
定
母
仲
字
(一
幻
オ)
「
直
衆
反

刷出」

日山
第
韻
疑
母
議
字
(
三
8
ウ)
「
宜
容
反
謀
也
捧
也
聞
也
語
也」

幻
之
韻
荘
母
紙
字
(
四
7
オ)
「
側
持
反
黒
緒」
「

制判明」

C
筆
殺
菌
象
名
義
と
宋
本
玉
篇
に
一

致
す
る
例

叩∞
瑛
韻
疑
母
嗣
字
(
二
4
オ)
「
魚
倹
反
上
回相
也

制剖

到ベ副叫
鋭
顧
之
良」

却
送
韻
見
母
貢{子
(
十
時
ウ)
「
古
送
反
去
献

24剖刷出湖周剖闘剖
制

也」ω
陪
韻
荘
母
噴
字
(
二
げ
ウ)
「
側
伯
反

到剖明剖尉哨」

川出
震
韻
霊
母
壇
字
(
五
幻
ウ)
「
渠
遜
(
原
作
発)
反
塗
也
〔

叫訓J4剖剖

也」単
線
部
は
万

象名
義
に一
致
し、
二
重
線
部
は
宋
本
玉
篤
に一
致
す
る。
〔
〕

部
は
新
撰
字
鏡
の
誤
脱
と
考
え
る。

d
玉
篇
の
逸
文
と
一

致
す
る
例

必
陽
韻
心
母
箱{子
(
八
7
ウ)
「
息
良
反
平

調剖剖
竹
器」

川町
庚
韻
匝
母
器開{子
(
七
位
ウ)
「
渠
京
反
(
誤
写
当
作
戸
皮
反)
社
務
香
草

口

珂制出」

必
宥
韻
子
母

嘩
(一
幻
ウ)
「
尤
救
反
扶
持
也
佐
也
祐
也」

必
は
『
政
事
要
略』
(
二
五
叩)
必
は
『
香
薬
抄』
HH
は
『
令
集
解』
に
見

え
る。e

玉
篇
残
巻
の
誤
脱
の
例

必
感
韻
渓
母
歓
字
(
十一
四
オ)
「
苦
感
反
上
貧
色
未
飽
也
〔
少
也〕
侶
字」

必
梗
韻
見
母
綬
字
(
四
6
オ)
「
綬
〔
統
二
同〕
古
杏
反
井
索
也
紺」

玉
篤
残
巻
に
傍
線
部
は
あ
る
が
〔
〕
部
が
見
え
な
い。
し
か
し
必
は
築
隷
万

象
名
義
に
必
は
宋
本
玉
篇
K
見
え
る
の
で、
新
撰
字
鏡
と
併
せ
考
え
て
玉
篇
残

巻
の
誤
脱
と
す
る。
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f
築
総
官同
象
名
義
を
補
う
べ
き
例

灯
東韻
端

母
中毎T(二
M
オ)
「
捗
降反
平
厚
也
〔諌言也〕
敬
也直也」

泊目
算韻
並

母被{子(四日
オ)
「皮
義
反
去被
服
也
〔蒙也〕
及
也
口
也表

也
会
也
具
也
〔軍也〕
加
也」

家
隷
万
象名
義は

玉
篇
を
節
略

し
た
も
の
で

あ
る
か
ら、
補

うべ
き
例

は
多

い
。

た
だ
玉
篇の
文
か
他蓄の

文
か
の
判
定
が
む
つ

か
しい

。ζ
の二
例の

〔
〕

部は
築
隷
万
象名

義に
も
宋本

玉
篇に
も
見え
ない
が、
玉
篇
の
文
の

中に
含ま

れて
い
る
形か

ら
考
えて 、
原
本

玉
篤

に
あ

った
も
のと
推定
す

る
。g

そ
の
他

鈎
微

韻
影

母械字
(七6
オ)
「
於勝反通
阪
貧也」

回
斉韻
厘

母蝿字
(八却
ウ)
「
戸圭反
又
余
規反
大
亀」

日
祭韻
昌

母癒
字
(三
4オ)
「
尺
制
反
小
児
驚
也
又
胡(原
作古)

計
反

解
也
療
也」

臼
屋韻

見
母院
字
(九日
ウ)
「
奉
竹反

入曲
崖
又
於
声反
地
険不
便
也」

回
想

韻
見
母愉字
(ニ
叩
オ)
「
古鈍

反
去
大目
也
又
古遜

反」

日
質韻
来

母隣字
(一
ロ
オ)
「力
述反
腹脂也晶胃
腸
間
脂也
腎
也」

m仰
は
切
韻
群の

上声
馬

韻と
寄韻と

の
聞に
記さ

れて
い
る
が、
反
切
釈

義

と
も
に
玉
篇のも
ので
ある

。
切
韻
群中に

玉
篇の
混

入して
い
る
例と

して

挙
げ

た
。印

は
切
韻の
斉韻の

文と
玉
鰐の
支韻の

文、
日

は
切
韻の
祭韻の

文と
玉
篤の
雰

韻の
文と
の
併
合で
あって 、
併
合は同字で
あ
れば
音に

は

頓
着し

な
い
例と

して
挙
げ

た
。回

は
切
韻の
屋韻
院字と

玉
篇
の
卦韻
腹字

と
の
併
合で
あって 、
類
似
形

異
字
の
併
合例で
ある。
日

は二
反
同
音で

あ

り 、
日

は
玉
篇
の
反

切
の
み
記

し、
切
韻の

市内郎
反

を
記

して
い
な
い

。

次
に
切
韻
部
分に
玉
篇
以外の
文
が
混

じ
て

い
る
か
ど・つかの
間題が

あ

る
。わ

れ
わ

れ
が
手に

して
い
る玉
篇の
資
料は、

玉
篤
残巻の
ほ

か
は
すべ

て
節
略

し
たも
ので
あって 、
乙の
問
題の
解
決は

甚だ
困

難で
あ
る
が、
切

担頭
部
分の
中で
切
韻と
は
考
え
難く
し
かも
玉
篇
資料に見え
な
い反
切や
釈

義で 、
玉
篇
以
外の
文と関心わ
れ
るも
の
は
極めて
少ない

。特に
玄
応
音

義

に
拠っ

たと関心わ
れ
るも
の
は
発

見で
きな

かっ
た

。も
と
よ

り同
一字に
対

する訓
釈で

ある
か
ら、
切
韻・
玉
篤・
玄
応・

そ
の
他

に
偶

合
が
あ

り
得

る
。

従っ
てこ

れ
らの
判
定は文
全
体の
状
況

判断に
よ
ると
と
が
多い

。し

かし回目
住が
玄
応
音

義を用い
た
の
は
初
稿本の
際で

あって 、
増
補に
用い

た
玉
篇
切
韻と
玄
応と

が分
れ
るのは

自
然の
経
過で

ある
。

切
韻
部
分の
中で
玉
筒

以外の
警に
拠っ

たと
考え
られ
る例を
挙
げる。

二
重
傍線を
付け

る
。

日
東韻心

母娘
字
言
語
オ)
「息
隆宿
中二

反
有
娘氏
契

母也」

日
間韻
明

母
問
字
(回目
オ)
「
元運

反
去
究也語
也容
也
又
莫奮反
疑也

訪
也遺
也命
也」

町
尤韻

生
母蒐字(七お
オ)
「所
鳩反
春
猟
又
茅
蒐草
又所
牛反
茄(原

例制寸剖剖」

関
紙

韻
常

母犯
字(八日
オ)
「氏
朱反

見
則有
兵」

回
燭韻
来

母茶字
(七部
オ)
「力六反
尊
也
努
也
藍
也」

日・
日・
引

は二つ
の
反
切
が
同
音で

ある
。そして日

は
玉
篇
膏
戎反で

ある
か
ら二
重
傍
線の

反
切
は
他
書のも

ので
ある

。日
の
単線

部は玉
篤と

思わ
れ、

S六一
七
六・
王二

は
無
訓で
あるか
ら、
二
重
傍線の

訓
は
他
書

のも
のと
考
え
る

。引
は玉
篇
所
流

反で
ある
か
ら二
重
傍線の

反
切
訓
義は

他
害と

な
る。日
は
切
韻
食
紙

反玉
篇
時紙

反で
あ

り 、
新
撰
字
鏡の
乙の
項

は
行
間に
補記

の
形と

なっ
て

い
るので 、
切
韻
部分
以
外からの
転記で

あ
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手に
先
後
が
あっ
た
と
か、
種々

の
推定は
可能だ

が
、決

定的
な
理
由は

ま

だ
考
えつ
い
てい
ない。

最後に
新
撰
字
鏡の
文に
よっ
て玉
篇
残巻

の
誤
写

を訂正
し得

る
一例
を

挙
げ

て
乙の
節
を
終ろ

う。

印
至

韻透
母抽出
字
宝
石
オ)
「丑
知

反
又
丑
利

反
去

不
知也

誤|倒刺劃剖

停」乙の
傍線の

部
分は玉
篇
残巻

に
見
え
る
が
停

字
を
縛に
作っ

てい
る。
『正

字通』
に
は
「
諌
党
書空
谷
停
整」

と
あり

、新
撰
字
鏡が正
しく
玉
篇
残巻

が
誤っ

てい
る
よ
うであ
る

。

、

新
撰
字
鏡
の
記
述
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
諸
点

a
両
韻
字
の
制
を
併
合
す
る
も
の
あ
り

日
東韻
来

母瀧
字
(六日
オ)
「
虚
紅(原
作
江)
反
凍
治
漬
也
又

南川剖

消也」臼
東韻見

母
淫

字
(六日
オ)
「苦
紅

反
泣
濠又
副制」

臼田平
韻
渓

母鍬字
(六お
オ)
「苦
管反
鍛縫

字

焼|樹到叫」

傍線
部臼・
臼

は
江

韻、日
は
翰

韻の
訓
である。

b
類
義
字
を
併
合
あ
る
い
は
連
続
す
る
も
の
あ
り

臼
旨韻心

字
死

字
(十一
8
オ)
「新

字
同
怠姉

反
上測震也命
童日
新」

日
江韻
並

母勝
字
(一
日
オ)
「薄江反
脹
良」

回
総
額
湧

母静
字
(一
日
オ)
「匹絡

反
去
脹
臭良」

計士山韻
定
母糧字
(七
7オ)
「直
吏反
又市力

反
種
也」
常

母植字(七
7

オ)
「
時
吏
時職二

反
柱也
芳
柱臼
植又
繋
縛柱也
侍」

日
仏伯

韻
来

母駄{子(五3
オ)
「落
哀反
馬
八
尺」
東韻日

母獄
中T(五3

オ)
「
而
隆反
駄
也」
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的
尤筒来

母
鰐{子(八ω
オ)
「力
求反平
少
美長
醜」
質韻
来

母
鶏字(八

叩
オ)
「力
質反

入〔ミ〕
鶴」

臼
は
類養{子の
死と
抗酬
と
を
併

合した
も
の、
日

以
下は

類義{子を
連
続した

位
置に
並べ
た

も
ので 、
一
般に

切
韻部
分は
韻の
順
序に
記
載して

ある
の

だ
が 、
ζ

うい
う
場合は
順
序が
狂っ
て
い

る。

C
類
似
形
の
字
を
併
合
あ
る
い
は
連
続
す
る
も
の
あ
り

叩
質韻
船

母
流字
(六お
オ)
「食
章反
水
名
也」
屋韻
明

母
汰

字
(六日

オ)
「
莫
卜反

浴
也
洗
髪也」

引
東
韻来

母
璃{子(六8
オ)
「
虚
紅反
平

玉
声
又
圭
為
龍文」

mM
虞韻
常

母沫
字
(六日
ウ)
「市
朱反
水
名
又
莫
礼反
上」

ね
仙韻
常

母端{子(七
4ウ)「市
専反
又

引剰刺劃コ岡利ベ剖到叶
矧也

度也」冗
陽
韻
羊

母
錫

字(六部
ウ)
「
与章

反
兵
名
引剖
又馬
額飾」

百
腫韻日

母
掠字
(十叩
オ)
「
而隠反
推
也撃
也又伊

入反
入該
也」

初
給額
影

母
芙字
(七
但
オ)
「
芙
変二

同
形作
蒲
(
原
作
甫)
達

反
入又

鳥
浩反
苦
菜
也草
根
也若
(
原作
苔)
白
花
也」

行
夫韻
渓

母快{子(十
5ウ)
「苦
夫反
烹
也
可
也又
苦
佐反
助
也安
楽
也

又
於
亮反
動
也
強
也」

刊山
屑
韻
端

母路
字
(ニ叩
オ)
「
丁
結反

入又
於
玖反
又
岨
目
深
良」

刊
は

類
似
形の
流と
汰
とを
連
続した
位

置に
記した
例 、
円
以
下は

類
似
形

の
字の
訓
を
誤っ
て
併合した
例で

ある
。

傍
線
部
分はそ
れ
ぞ
れ引
鐙韻
来

母難字、
冗
帯情
担額
明

母抹
字、
問
智韻
端

母と
紙
韻初

母と
の
捕字、
刊
錫
韻

心
母
錫字、
旬
結
韻影

母
揖字、
何山
末韻並

母
変字、
mH
渓
韻影

母
快字、
mm

屑
韻影

母隆の
訓で
ある。

d
反
切
の
誤
写

新
撰
字
鏡に
誤
写の
多いと
とは
周
知の乙
とで

ある
が 、
今は

切
韻部
分

の
反
切の
誤
写につ
い
て 、
誤

の
原
因
を

考え
なが

ら
例
を
挙げて
みよ

う。

内
歌
韻
従

母嵯
字
(六印
オ)
熊

字
(
十一
8
オ)
蔓字
(七詑
オ)
「昨

沼
反」剖

青
韻

定
母
庭

字
(十却
オ)
停

字
(一
幻
オ)
挺

字
(十9
ウ)

惇字

(七5
ウ)
「打
丁

反」

創
恭
韻
渓

母
喰{子(ニロ
オ)
歓

字
(十一
四
オ)
「草
食反」

回
鐸
韻
務

母
顎字(二
4ウ)
潔

字
(六
回
ウ)
勝字
(一
ロ
オ)
「灰
各

反」出
穿
韻見

母
計
字
(三
9
オ)
綴

字
(四6
オ)
権{子(七
7オ)
「
古

計

反」刊
は
昨
何反の
誤で

あるが 、
各

所
に
同

じ
誤
を
犯
し
てい

る。
所
拠

切
韻

か、
切
韻を
写し
取っ
た
草
稿かが
粗
雑な字で

あっ
た

ので
あろ
う。加
は

特
丁

反の
誤で

あ
る。
ζ

れ
も
同じよう
な
誤

か、
あるい
は
特

定
母打端
母

の
差を考慮し

ない
倭音

に
よ
る
筆
写

か。
町山

は
莫鐙反田

は
匹
各反の
誤

で 、
字
形の

類
似

か
ら生じた
誤で

ある。
回

は
古詣反の
誤で 、
詣と

同
音

の一
般的な

字の
計に
改めたも

ので
あ

ろ
う。そ
の
結果

計字に
おい
て
被

切
字

と反
切
下

字
と
が

同字
とい

う
違例に

なっ
てい

る
。

UM
之
韻霊

母
渓字(六日
オ)
期字(八9
ウ)

韓問先子(七却
ウ)
「
其之反」

町
江韻
透

母
組問字(五げ
オ)
「
丑
江
丑
穏
丑周三
反」

加
支訟
霊

母
陪判官ナ(五3
オ)
鵡{子(七9
ウ)
「渠
間鴨居
宜二
反」

山田
は
渠
之
反の
誤で 、
小
鼠
首字に
「其
渠
之反」
と

あっ
たの
を
読み誤っ

た
も
ので
あ
る

う。
目前

の
傍線の
又

反は、
そ

れぞ
れ
小韻
首字
意字・
奇

字の
又反
を
誤
り
写した

か、
小
部
首字の
又反は
小韻
内の

字に
及ば

ない

とい
う韻
蓄の
知
識が

無
かっ
たも

ので
あろ
う。
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町
陽
韻
荘
母
粧
字
(
四
時
オ)
「
士
荘
反」

問
屋
韻
筆
母
胸
字
(
九
4
ウ)
「
与
逐
反」

前
者
は
側
羊
反、
後
者
は
渠
竹
反
の
誤
で、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
前
に
並
ぶ
小
韻
崇

母・
羊
母
の
反
切
を
誤
り
写
し
た
も
の。

印
屋
韻
見
母
趨
字
(
九
7
オ)
「
駈
竹
反」

叩
鐸
韻
精
母
繋
字
(
四
汀
ウ)
「
倉
各
反」

前
者
は
挙
竹
反、
後
者
は
則
落
反
の
誤
で、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
後
に
並
ぶ
小
韻
渓

母
清
母
の
反
切
を
誤
り
写
し
た
も
の。

e
皮
切
用
字
の
略
写

:
新
撰
字
鏡
の
玉
篇
群
に
お
け
る
反
切
用
字
の
略
写
に
つ
い
て
は、
井
野
口
孝

尚+4
ro氏が

述
べ
て
い
る
が、
今
切
韻
部
分
の
状
況
を
挙
げ
よ
う。
略
写
字
に
傍
線
を

を
施
し
例
文
の
後
に
切
韻
に
お
け
る
原
字
を
付
記
す
る。

川出
蟹
韻
匡
母
狩{子
(
八
日
オ)
「
錯
買
反」
(
鞍)

胞
愛
韻
来
母
踊
字
(一
日
ウ)
「
良
矧
反」
(
蒋)

回
翰
韻
端
母
息
字
(
ニ
斜
オ)
鴻
字
(
八
日
オ)
狙
字
(
八
日
オ)
「
得
到

反
」
(
案)

川出
昔
韻
精
母
時
字
(
九
4
ウ)
「
閃
昔
反」
(
資)

町
唐
韻
医
母
淫
字
(
六
日
ウ)
「
割
光
反」
(
胡)

錫
韻
匝
母
激
字
(
七
7
ウ)
「
由
狭
反」
(
胡)

白
線
韻
邪
母
淀
字
(
六
げ
ウ)
「
辞
劃
反」
(
選)

引
駁
韻
渓
母
糖
字
(
七
6
オ)
「
苦
到
反」
(
巌)

部
末
韻
渓
母
閤
字
(
四
お
オ)
筈
字
(
八
8
オ)
「
苦
百
反」
(
括)

叩
徳
韻
定
母
特
字
(
五
4
ウ)
「
走
徳
反」
(
徒)

川
智世
韻
匡
母
俊
字
(
十
路
ウ)
「

封劇
反」
(
黄
線)

引
は
偶
然
に
同
音
で
あ
る
が、
白
・
田
は
声
調
を、
川出
・
邸
は
声
類
を、
mm
・

引
は
韻
類
を
異
に
す
る。
路
・
ω
は
当
時
の
倭
音
で
も
音
を
異
に
す
る
は
ず
だ

し、
聞
に
至
つ
て
は
誤
写
と
重
な
っ
て
音
を
成
し
て
い
な
い。

上
述
の
よ
う
な
誤
写
や
篇
芳
の
略
写
の
中
に
は、
昌
住
に
よ
る
も
の
と
転
写

に
よ
る
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
で
あ
ろ
う。
乙
れ
を
検
討
す
る
に
は
全
巻
に

わ
た
っ
て
巻
別
に
ま
た
出
典
別
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る。
私
は
切
韻
部
分
に

と
ど
め
て
お
く。あ

書

き

と

以
上一
百
条
の
例
証
に
よ
っ
て
愚
見
を
述
べ
た。
新
撰
字
鏡
や
玉
篤
に
特
別

の
興
味
を
抱
い
て
い
る
人
に
は、
例
証
が
少
く
て
物
足
り
な
い
で
あ
ろ
う
が、

今
は
乙
の
程
度
に
と
ど
め
る。
現
在、
刊
行
の
た
め
の
準
備
に
か
か
っ
て
い
る

拙
著
「
切
韻
逸
文の
研
究」
の
逸
文
篇
に
は
全
例
を
挙
げ
る。
最
後
に
と
の
拙

時宜7

論
の
作
製
の
過
程
で、
『高
山
寺
古
辞
書
資
料
第一
』
に
付
載
す
る
築
隷
万
象

名
義
掲
出
字
索
引
(
白
藤
種
幸
氏
絹)
と
同一
覧
表
(
宮
沢
俊
雅
氏
編)
を
よ

く
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た。
乙
れ
は
用
意
の
行
き
届
い
た
誤
の
ほ
と
ん
ど
な

い
秀
れ
た
労
作
で
あ
る。
こ
と
に
学
恩
に
感
謝
す
る。

注
1

「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」

第
刊H
・

H
・

5
輯
「
新
撰
字
鏡
の
解
剖
」
(
昭

4

5

6J
 

ηo

nd

nd、

注
2

『
柿
堂
存
稿
』
(
昭
叩
刊)

p
m印
t

m
『
日

本
漢
字
学
史
』
(
昭
9
刊)

P
M
l
m

 

注
3

東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー

叢
刊
第
十
九
続
(
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー

昭
品目
刊)

「
ソ
速
に
あ
る
切
韻
残
巻
に
つ
い
て
」
「
東
方
学
」

第
臼
輯
(
昭
出
)

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』

に
拠
る 。

ζ
の
舎
の
逸
文
は
先
賢
の
拾
逸
に

注注5 4 
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出
て
い
な
い
の
で
巻
数
ペ
ー
ジ
数
を
記
し
た

。

注
6

大
阪
市
立
大
学
「
文
学
史
研
究
」

げ
-

m
「
新
撰
字
鏡
玉
篇
群
の
反
切

用
字
」
(
一

九
七
八
・

四)

注
7

一
角
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
高
山
寺
資
料
叢
筈
第
六
冊
(
東
京
大

学
出
版
会
一

九
七
七
刊)

20 

二
九
八一
・

八・一
O)

||
親和
女子大
学
非常
勤講
師
||


